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本研究は実世界の物体表面にバーチャルなテクスチャを視覚・触覚と複数のモダリティを同

時にかつ精密に提示することを目的としている。具体的にはプロジェクタによる空間分割可視

光通信を用い、輝度や色を人間に近くできないレベルで変調させることで、ユーザが装着した

触覚振動子を位置に応じて駆動することを可能としている。 

研究者はヒューマン・コンピュータ・インタラクション系の研究者であるが、本 ACT-Xで数

理系研究者と積極的に議論を行った。その結果、様々な形状の物体に対し複数プロジェクタの

最適な配置を効率よく求める手法を共同で確立することができ、これは特筆すべき成果である

と判断できる。 

今後とも、本手法の理論面での解析を行うとともに、様々な分野に社会実装を行うことを目

指しており、その展開に期待したい。 


